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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。
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ふたば未来学園生徒数　合計　　 523人
　中学校 177人　 高等学校 346人

園児･児童･生徒数	 　合計　　 411人
　小学校　166人　　中学校　84人
　こども園  89人　　児童館　72人

R３.９.１現在

広 野こど も 園広 野 中 学 校ふ たば 未 来 学 園

広 野 町 児 童 館

広 野 小 学 校

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をする
場で、保育士などによる育児相談なども行って
います。
　第２、第４水曜日の午前10時30分～午前
11時30分です。みなさんの参加をお待ちして
います。
※受付は午前10時からになります。
※�事前申し込みになります。（前日までに広野

こども園まで連絡をください。）
開　催　日 会　場 内　容

10月６日（水） 広野町児童館
ミニ運動会

※�帽子、動きやすい
　服装でご参加ください

10月20日（水） 広野町児童館 ハロウィンパーティー

げんキッズの

ご 案 内

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週土曜日、日曜日
　※火曜日、木曜日は、外部の方はご利用できません。
　詳細はふたば未来学園のホームページをご覧ください。
　https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！

Caféふぅ からのお知らせ

　夏の暑さも和らぎ、外遊びが気持ちいい季節になり
ました。この日は天気が良く、綺麗な青空♪子どもた
ちは、竹馬やホッピング、虫探しやサッカー！好きな
遊びを思いっきり楽しみました。館庭では、トンボや
バッタ、コオロギなどが見られ、秋を感じられます。
草花や虫などの自然に触れながら、お友だちや先生と
楽しい時間を過ごしていきたいと思います。

　ナス、ピーマンにじゃがいも、えのき茸…いつも給
食で食べているおやさいがスタンプに変身しました!!

「え～！これがナスなの？」「ピーマンの中はこうなっ
てるんだね～」と毎日、給食で食べている野菜の断面
や感触に興味深々でした！
　おいしい野菜の端っこが子どもたちのすてきな製作
になりました♪

おやさいでスタンプ!?

↑野菜スタンプをつくる園児

楽しい外遊び♪

タブレットを使って！

↑小学４年生のタブレットを使用した授業の様子

↑サッカーを楽しむ子どもたち

　８月25日から２学期がスタートし、元気な子ども
たちの姿が学校に戻ってきました。
　どの学年でもタブレットを活用した学習をしていま
す。４年生は総合学習で、自分のテーマを解決するた
めにタブレットで調べています。５年生は理科でヘチ
マを観察し、画像をワークシートへ貼り付けて観察記
録をまとめていました。

　８月20日にふたば未来学園と関西大学高等部、大阪
明星学園中学校・高等学校の３校がオンライン生徒交
流会を行いました。
　2020年に関西の両校の先生が福島県主催のホープ
ツーリズムツアーに生徒とともに参加したことを機
に、授業でも福島の問題を取り上げていただいていま
した。関西の高校生からの「福島の生徒の生の声を聞
きたい」という声と、ふたば未来学園の高校生からの

「他県の高校生にも福島の問題を自分事として考えて
もらいたい」という声が合わさり、ふたば未来学園か
ら高校３年生４名、関西大学高等部から５名、大阪明
星学園高校から６名の生徒と教員４名によるオンラ
イン交流会が実現しました。
　ふたば未来学園から「被災地から見る福島」と題し
て福島の現状と問題提起をし、各校の発表後に意見交
換が行われました。今回の交流会を機会に県を超えた
高校生同士の交流が広まっていくことを期待してい
ます。

↑リモートで行われた被爆体験伝承講話

被爆体験を伝承

↑高円宮杯県大会の試合の様子

　８月31日３年生を対象に、長崎で被爆した父親の
被爆体験を語り継いでいる佐藤直子氏を講師に招き、
被爆体験伝承講話をリモートで行いました。講師の父
親は、爆心地から２㎞の地点で買い物の途中に被爆し
たとのこと。自宅にいた姉・妹・弟ら家族５人が亡く
なり、その後、両親も原爆症で死亡したそうです。原
爆による悲惨な体験、そして、核兵器と戦争の根絶を
後世に伝えることへの強い意志を生徒たちは十分に感
じることができたと思います。

JFAアカデミー福島　末永悠晴
　９ 月 ４ 日(土)に 高 円 宮 杯 県 大 会 ３ 回 戦 で 強 豪 のFC 
Regateと戦いました。この試合で、僕は様々な課題が出まし
た。１つ目は、ボールの受け方です。具体的には、受ける前に先
に相手へ体を当てておくことです。今までは、先に体を当てて
受けることや、空中戦で先に体を当てて受けることができて
いませんでした。しかし今回の試合で、先に体を当てておくこ
との重要性を強く感じました。２つ目は、フィニッシュの精度
です。FWに求められていることはフィニッシュ (ゴールを決
める)ことだと思います。これからは、今回出た課題も含め、こ
れからの練習や試合で出た課題をしっかり改善して、成長で
きるように頑張ります！

↑福島の現状を発信した
　オンライン交流会

関西の高校生と→
　オンラインで交流する
　ふたば未来学園の生徒

関西の高校とオンラインで交流

JFAアカデミー福島


